
  

地域格差の計算 3 種類の比準表の登録 

鑑定評価 3 手法を 1 画面で実現 
ボタン１つで詳細作業に入れます 

収益価格の算定 

連続量（駅距離） 

事例登録・時点修正・標準化補正 

代表標準地・指定基準地 
標準化補正 

比準表による計算値 最終決定格差 

鑑定画面に始まり鑑定画面に終わります 

特長１ 一覧画面による鑑定評価作業 

代表標準地からの規準、取引事例の選択、修正、
比準計算、純収益価格の計算のすべての鑑定評
価作業がメニューに戻ることなく、鑑定評価の
一覧画面からすべて可能です。代表標準地等、
取引事例データへは、本画面から直接、移動、修正･編

集することが出来ます。 

(街)幅員        4 
(環)供給処理     -1 

評価文例 


